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フード連合(局)発 13第 165号(政策 33) 

2014年 8月 11日 

各単組委員長、担当者 様 

日本食品関連産業労働組合総連合会 

事務局長 山本 健二 

政策局長 栗田 博  

 

 

 

 

 

フード連合「営業担当者情報交換会」が 

全国４ヵ所で開催されました！ 
 

フード連合は、営業部門担当者が抱える課題の情報交換を通じ共有化するとともに、公正

取引委員会への働きかけなど、フード連合の活動や取り組みを知り理解を深め、自らが地

域・単組での組合活動へ参加できるきっかけの場とすることを目的に 7月から 8月にかけ全

国 4ヵ所（札幌・福岡・東京・大阪）で営業担当者情報交換会を開催しました。 

＜参加者概要＞ 

会 場 開 催 日 参加人員（事務局含む） 

札幌会場（かでる 2.7） 7月 11日（金） 28名 9組合 

福岡会場（アスクビル） 7月 12日（土） 15名 8組合 

東京会場（専売ビル 3Ｆ会議室） 7月 23日（水） 30名 14組合 

大阪会場（エル・おおさか） 8月 1日（金） 28名 16組合 

 

＜札幌会場＞    ＜福岡会場＞     ＜東京会場＞     ＜大阪会場＞ 

 

4会場とも同様に、はじめに開会挨拶の後に、参加者から自己紹介を行いました。 

続いて栗田政策局長からフード連合「取引慣行に関する実態調査」についての報告を行い

ました。この調査は、フード連合とＵＡゼンセンが共同で、取引慣行の実態を把握するため

に、営業担当者を対象に、2013年 8月～9月に実施した調査です。取引現場における優越的

地位の濫用事例を集約し、現場の声として公正取引委員会等へ伝え、改善を求めることを目

的としています。 
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1.「取引慣行に関する実態調査」についての報告を行いました！ 
  調査結果についての主な傾向（概要）。 「取引慣行に関する実態調査」より抜粋。 

  
（1）押し付け販売、労務提供など「優越的地位の濫用行為」を受けたことがありますか？という

問いに対して、 

 

 

   30％以上が頻繁に「優越的地位の濫用行為」を受けています。 

 

（4）優越的地位の濫用（業態）については、 

 

 

  業態としては、“②食品スーパー”と“①総合スーパー”が多く、併せて 60％以上となってい

ます。 

 

（5）優越的地位の濫用（名称）については、 

 

 

   名称については、“⑦労務提供”と“⑥押し付け販売”が多く、併せて 60％以上となっていま

す。 

 

（6）優越的地位の濫用の具体的事例については、 

今回のアンケート調査では、労務提供、押し付け販売等、優越的地位の濫用事例に主要な

大規模小売店等の企業名が挙がっています。さらに、全国展開している大手コンビニエンス

ストアやディスカウントストアでは、お中元、お歳暮、クリスマス時期等の押付販売の事例

が多数報告されています。  

 

（7）①「押し付け販売」（金額）については、 

 

 

  ③「押し付け販売」（負担）については、 

 

 

 

（8）①「労務提供」（時間帯） 

 

 

   ③「労務提供」（曜日）については、 

 

 

 

（9）あなたは大規模小売業告示の内容を知っていましたか？ 

 

 

  大規模小売業告示の内容が組合員に周知されていないことが懸念されます。 

 

 

以上 

“①たくさんある”と“②何度かある”を併せて 30％以上となっている！  

“②食品スーパー”と“①総合スーパー”を併せて 60％以上となっている！  

“⑦労務提供”と“⑥押し付け販売”を併せて 60％以上となっている！  

件数が多い“②食品スーパー”で最高額はＭＡＸで 300,000 円となっている！ 

“ほぼ自己負担”が 60％以上となっている！ 

約 30％が早朝／深夜にも労務提供を要請されている！ 

約 25％が休日にも労務提供を要請されている！ 

“④あまり知らない”と“⑤まったく知らない”で約 40％となっている！ 
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2. 大規模小売業告示の説明を行いました！ 
調査結果から大規模小売業告示について、“あまり知らない”と“まったく知らない”の

回答が併せて約 40％となっていることから、フード連合作成の「大規模小売業告示」って

知っていますか？の説明を行い、営業担当者（組合員）への周知を図りました。 

 

 

3. 班毎に意見交換を行いました！ 
（1）参加者の取引慣行に関する体験等（2）公正取引委員会、小売業者に求めたいこと、

自社・自身ができること等（3）消費税引き上げ後の価格転嫁等の状況について（4）その他

（営業活動・組合活動・労働条件等の課題）をテーマに班毎に意見交換を行いました。その

後、各班の代表者から意見交換した内容の感想を報告してもらいました。 

 

 

4. アンケート集約（要約） 
情報交換会後のアンケートでは、以下のような意見・感想がありました。 
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フード連合「営業担当者情報交換会」アンケート集約（要約） 

 

1. フード連合「取引慣行に関する実態調査」報告についての意見・感想。 

(主な意見) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような意見がありました。全体としては、「改善は進んでいるようであ

るが、まだまだ厳しい実態があるので、引き続き取り組んで行きたい。」という

趣旨の意見・感想が多く見られました。また、「優越的地位の濫用行為について

は、相手との距離感にもよるため、受け手の受け取り方により線引きが難しい。」

という趣旨の意見・感想も見られました。 

 

 

2. 次年度、意見交換の場で取り上げたいテーマについて意見・感想。 

（主な意見） 

 

 

 

 

 

 以上のような意見がありました。全体としては、みなし労働時間制、サービ

ス残業等「営業担当者の労働時間管理」についてをテーマに議論したいという

意見・感想が多く見られました。また、「来年の消費税引き上げに伴う価格改定

への対応」や組合活動に参加できていない営業担当者に対する「組合活動への

参加の取り組み」等をテーマにしたいという意見・感想も見られました。 

・アンケート結果は現場の生々しい声が多くあり、まだまだ改善が必要だと感

じました。 

・優越的地位の濫用行為については小売とメーカー等の長年の慣行があると思

いますが、是正していけるように取り組んで行きたいと思います。 

・優越的地位の濫用行為について、営業担当者としては、その行為自体を不当

なものと感じるケースが全てではなく、自主的に行っている場合もあるた

め、線引きを行うことは難しいと感じました。 

・詳細にまとめられていて具体的事例も掲載されており、わかりやすい資料だ

と思います。 

・営業担当者の労働時間管理について。 

・消費税引き上げに伴う価格改定への対応。 

・営業担当者の組合活動への参加について。 

・ＰＢ受託における優越的地位の濫用事例。 
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3. 全体を通しての意見・感想。 

（主な意見） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

以上のような意見がありました。全体としては、「営業担当者が抱えている問

題等について、各組合と情報交換ができ、とても有意義な議論ができた。今後

の活動に活かしていきたい。」という趣旨の意見・感想が多くみられました。 

 

 

 

 

以上 

・他業界の方との意見交換が勉強になりました。 

・フード連合加盟の食品業界の仲間と意見交換、情報交換ができ、大変勉強に

なりました。 

・本日、学んだことを踏まえて、これからの営業に活かしていくとともに、も

し、濫用行為等と感じた時は、上司に相談していこうと思います。 

・営業担当者が正しい知識を持つこと。声を出していくことが大事であると思

います。 

・それぞれの担当者が今後どのように改善して行けばよいのかを話し合う場が

あればもっと素晴らしい会にできると思います。 


